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デジタルアーカイブ 琉球政府の時代

アメリカ統治下の記録を次世代へ Records of Okinawa under the U.S. Control

https://www3.archives.pref.okinawa.jp/GRI/ 琉球政府の時代は、沖縄県「琉球政府関係文書デジタル・アーカイブ事業」で運営しています。

琉球政府の時代

『(0005-004) Seal.   紋章』 p.4

琉球政府の時代
沖縄がアメリカ統治下にあった戦後27年間の経験を次世代に繋ぐため、琉球政府や琉球列島

米国民政府（USCAR）の公文書と、その関係資料をアーカイブし公開しています

当館では、米国統治下の沖縄に設置されていた琉球列島米国民政府（United States Civil Administration of the 
Ryukyu Islands：通称USCAR）の文書（約4万点）を所蔵しています。米国国立公文書館から収集したこのUSCAR文書
が新たにインターネットで利用できるようになりました。部局ごとに16のグループに分類されているUSCAR文書から高等
弁務官室の文書を紹介します。

高等弁務官室
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高等弁務官から
琉球政府や日
本政府要人に
宛てた発信文書
の記録。1968年
1月2日付のアン
ガー高等弁務官
から佐藤栄作首
相への年賀状
には、「沖縄返
還協議における

佐藤首相とジョンソン大統領の一連の取り組みは、日米両国の利益を
融合させる政治家らしい手法であった」と記されています。

USCARの長である高等弁務官の強大な権力に
よって、住民側の自治機構であった琉球政府の三権
は大きく制限されていました。

1950年12月の設立以来、民政副長官が務めてきたUSCARの長は、1957年6月の大統領行政命令
第10713号によって、琉球列島高等弁務官（High Commissioner of the Ryukyu Islands）と呼ば
れることになりました。総務文書、復帰に関するスピーチ、立法に関する文書などからなる高等弁務官室
文書から、注目資料を紹介します。

高等弁務官が（合衆国の安全・財産又は利害に影響を及
ぼすと）認めるような事件は、いつでもその命令により、
USCAR裁判所に移送することができる

USCARが設立した電力、水道、金融などの公社（USCAR
公社）が、水や電気の販売、事業融資で得た利益の一部は、
「高等弁務官資金」として市町村に交付されました。この資
金で、道路や水道施設などのインフラ整備、公民館の建設
などが各市町村で進められ、住民の歓心を得ました。

『(0019-004)HICOM Ordinance No.8(4 Sep 1958): Change No.1( 30 Jun 1960).
高等弁務官布令第8号改正第1号』p.5

（５人の）役員は高等弁務官が指名する

REPC（琉球電力公社）はUSCARが所有し、
高等弁務官が（役員の指名を以て）管理する 当間-福原間道路改良のための高等

弁務官資金（1963年4月25日）10-06-4
新公民館建設のための高等弁務官
資金援助を受ける座間味村（1960年
11月5日）260CR-37_0234-01『(0002-001)Reversion Arrangements. 復帰の取り決め』p.116

アンガー高等弁務官と松岡政保主席
（1968年1月19日）33-31-4

屋良朝苗主席を訪問するランパート高等
弁務官（1969年1月31日）55-17-4

ランパート高等弁務官が主催・出席した会議の記録。
1968年2月17日には、戦略爆撃機B52に関して琉球立法
院代表団と面会、同年4月18日には東京で佐藤首相と会
談しています。松岡行政主席とも頻繁に会談しています。

（琉球政府の）行政主席は高等弁務官が任命する

『(0005-011)Executive Orders. 大統領令』p.3, ｐ.5, p.7

『(0020-011)HICOM Ordinance No.17(27 Oct 1958) : 
Change No.3(12 May 1964).高等弁務官布令第17号
改正第3号』p.3

「琉球において、あるいは他の下位レベルのいかなる行政区
域においても、自治は不可能であると結論せざるを得ません。
日本との講和条約第3条で規定された、米国民政が定める自
治以上のものは、州、省、県単位では不可能なのです。現在の
ところ、自治は神話であり、存在しないのです。そして、あなた
方琉球人が、もう一度独立した国家になると自らの自由意志
で決定しない限り、自治はあり得ないのです。」

『(0005-005)Selected Documents of USCAR, February 
1961 - July 1964.USCAR主要文書』p.245

『(0014-004)Message of HICOM (Lt.General F.T.Unger) to Legislature, GRI, 3 February 1967.
琉球政府立法院に送られた高等弁務官F.T.アンガー中将の
メッセージ』 p.2, p.6, p.14

「私は琉球住民の福祉安寧の向上と
琉球列島における米軍基地の有効性
の維持を図るという二つの目的を
持って沖縄に赴任して参りました。当
地における過去三カ月を通して、私は
琉球住民もまた、二つの主要目的を
有していることを知りました。すなわ
ち、一つは、自分たちの福祉安寧を向
上することであり、もう一つは究極的
に日本と一緒になることであります」

（これまで課税表に記載のなかった）サンマ…は、（あたか
も記載のあった他の鮮魚と事実上全く同じように）裁可する

高等弁務官の強大な権力 USCAR／高等弁務官と琉球政府との関係は… 高等弁務官の通信・会談記録

◇ 歴代高等弁務官
初代高等弁務官はジェームス・E・ムーア陸軍中
将、その後6代続きジェームス・B・ランパートが
最後の高等弁務官となりました。

USCAR公社(USCAR Corporations)と高等弁務官資金

琉球
水道公社

琉球
電力公社

サンマ事件 サンマの誤納付金を返還するよう求めたら…

高等弁務官メッセージ
スピーチやメッセージで語られたこととは…

キャラウェイ高等弁務官のスピーチ @金門クラブ（1963年3月5日）

アンガー高等弁務官のメッセージ @第33回琉球立法院定例議会
（1967年2月3日）

『(0009-001)Meetings with Japanese and Ryukyuans, 
1968.日本と琉球との会議』pp.4-5

『(0010-003)HICOM Correspondence, 1 January 1968-.
高等弁務官書簡』p.5, p.358

高等弁務官は（琉球のすべての）立法案、その一部を拒否
し…無効にし、いかなる公務員でもその職から罷免するこ
とができる

司法

立法

行政

サンマ事件の経緯 ▶琉球政府文書「友利・サンマ事件の経過報告」(R00001245B) 

USCARの布令「物品税法」で課税対象とされていなかっ
たサンマの輸入に税金がかけられているとして、1963年、
沖縄の魚卸売業者が税金の返還を求めて琉球政府を訴
えました。1964年5月12日、琉球上訴裁判所（沖縄側の裁
判所）が原告勝訴の判決を出すと、高等弁務官はその日の
うちに布令を改正し、サンマを課税対象としました。

ジェームス
E. ムーア

初代

ドナルド
P. ブース

2代

ポール W.
 キャラウェイ

3代

アルバート
ワトソン二世

4代

フェルディナンド 
T.アンガー

5代

ジェームス
 B.ランパート

6代
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高等弁務官室文書のなかに、1945年4月1日から1946年7月1日までの活動を記
した海軍政府の報告書が含まれています。沖縄戦の経緯、人口や農林水産業、
美術や宗教、貨幣経済、学校教育の復興などの幅広い項目からなるこの報告書
は、沖縄戦から戦後まもない頃の沖縄社会の様子を伝える貴重な資料です。

検索画面の
「シリーズナビ」にチェック

『(0025-001) Ryukyus (Okinawa), April 1945 - July 1946. 
琉球 沖縄』p.3, p.15, p.34

「新しい学校の教科書は、アメリカの理想や政策に
好ましくない影響を与えないよう、厳しく管理された」

沖縄を統治する米軍は、新しい教科書の編集において、国家
主義的、軍国主義的傾向をもつものはすべて禁止しました。
読み書き・算数の他、沖縄の歴史や地理、衛生観念、世界史、
そして米国に関する理解を深める教材を求めました。

「管理がしやすく、信頼できる技術を身につけた人たち
もいるこの一大労働力の存在は、沖縄の労働力供給が
困難な時期には米軍にとって大きな助けであった」

戦後沖縄では労働年齢層の男性が極端に少なく、熟練工が
占める割合も低かったことから、日本軍捕虜（約12,000人）の
労働力が重宝されました。

沖縄戦～戦後まもなくの沖縄

軍政府活動最終報告書（1945年4月1日～1946年7月1日）

STEP1 STEP2

米国収集資料　米国国立公文書館（ArchivesⅡ）
　RG260: USCAR文書（第二次世界大戦米占領司令部文書）
　高等弁務官室

USCAR文書

シリーズ単位で資料を探せますSTEP3

お探しの資料は
見つかりましたか？
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